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人権侵害・人間破壊のパワーハラスメントを許さず、 

当該組合員の早期職場復帰とご家族が安心して生活できる環境をつくり出すため、 

労災認定のたたかいを全組合員で共にたたかおう！ 

ＪＲ東労組横浜地方本部 

【たたかいの柱】 

①職場に原因究明委員会をつくり、みんなで決めてみんなで守るたたかい 

②パワハラ労災の認定に向けて、闘争支援体制を職場に確立するたたかい（闘争支援カンパ） 

 

【宇都宮運輸区での事象・懲罰的日勤教育の経過について】 

①２０２２年１１月１２日 

宇都宮線（浦和―大宮操車場間）、信号確認を行わずに速度超過してしまい、保安装置が作動して

停車した。※場内信号機の注意現示（５５km/ｈ以下）のところ、９８km/ｈで走行 

・２０２２年１１月１３日～１２月３１日 

乗務停止と先の見えない長期の日勤教育。 

⇒当初は５日間の日勤と線見２徹と示されたが、支社の指示により長期の日勤教育となった。 

⇒事象と無関係な具体的目標の設定を求められる。「運輸区 No.1の基本動作」「私生活においても

整理整頓で心と体に染み込ませる」

など。 

⇒「覚悟を持って」を連呼され、

「決意表明」は繰り返し赤入れをさ

れて４通も作成させられた。 

②２０２３年１月～ 

二人乗務を開始させたが、指導担当

から立場を利用したハラスメント行

為が行われ、管理者からは恫喝によ

る人権侵害・人間破壊が行われた。 

⇒「一言一句間違っては困る」「喚

呼標より喚呼が遅い、早い」「気笛

は」と強く指摘される。 

⇒管理者などから、ことあるごとに

「No.1」「No.1」と揶揄される。 

③２０２３年１月３１日 

動看中、トイレに行きたいと本務運転士に運転席に座ってもらった事について翌日に聞き取り。 

⇒「一回運転士をクビになった状態」「シュミレータ―での喚呼している動画時の姿と比べても質

が落ちている。普通の運転士と変わらない」など叱責された。 

④２０２３年２月９日 

「日勤教育」で精神的に追い込まれて「うつ病」と診断された。２月１０日から病欠となり、状

態がさらに悪化し２月１３日から「医療保護入院（自殺防止）」となった。 
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※精神保健福祉法に基づく入院形態は、１．任意入院 ２.措置入院 ３.医療保護入院 ４.応急入院の４つ 

 
 

【宇都宮運輸区分会で開催した原因究明委員会】 

①ＭＡＮ＝人間、仲間、上司など、知識・経験・技量不足、注意力など人間系 

・沿線の子供に手を振っていた。 

・ダイヤ改正後初の連結のため戻ったら復習しなければと考えていた。 

・遅れていて進行現示以外の信号現示はされないと思っていた。また、回復運転をしていた。 

・乗務機会が少なく不慣れな線区のため、遅れると他の乗務員に迷惑がかかると思っていた。 

②ＭＡＣＨＩＮＥ＝機械、設備の不具合など、機械操作や作業のわかりにくさなど設備系 

・電気機関車と電車で信号現示が異なっている。 

③ＭＥＤＩＡ＝環境・情報など、悪天候、情報に関する要因、作業環境系 

・気がかりなど共有するホワイトボードなどが運輸区になり無くなった。 

・過去の事象や気がかりは共有されず、他山の石は全てタブレットでしか共有されていない。 

④ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ＝管理、教育など、指示、通告、マニュアルの不十分、人員配置など管理系 

・旧宇都宮運転所は烏山線交番(DC)と EC交番(電車)と分れており、当該組合員は、２００５年

に DC転換し烏山線交番に入る。 

・２０１８年のライフサイクル復帰まで１３年間 EC 交番(電車)には入っておらず、２０１８年以

降も月に３回程度しか南方(東京方面)の乗務がない。 

・ダイヤ改正で南方(東京方面)の担当列車が減っている。 

・要員を背景に見習い期間を短縮してきた職場の現状があった。 

・E２３１系の導入により線区の最高速度が１２０km/ｈとなったためカーブ制限を覚え直さなけ

ればならないが、運転時分に余裕があったため、その様な教育・指導となっていなかった。 

・運転経験のない管理者も増え、技術維持に対する考え方が希薄になっている。 

 

【団体交渉・大地申第１６号交渉経過】 

①第１回交渉 ２０２３年４月１４日【１２月末までの時系列・具体的な行動目標・４Ｍ４Ｅ】 

会社：会社として４Ｍ４Ｅをやってきた。不十分と考えていない。原因究明した最終的な原因は

「自信が過信となっていた」とし、新人並みの教育が必要と判断した。 

組合：本人ばかりの問題になり他の環境・マネジメントが出てこない。会社の対策は１Ｍ１Ｅ。 

自信が過信となってきたからその対策が新人並みの教育となる根拠が分からない。 

具体的行動目標を書いた日に組合員と食事したら、残しており既に追い込まれていた。 

「運輸区で１番の運転士を目指す」と書いた結果、本人を追い込んだのではないか？ 

②第２回交渉 ２０２３年４月２７日【４Ｍ４Ｅ】 

会社：烏山線交番(ＤＣ)に長く入っていて、ＥＣ (電車)が少ないと認識。 

月３回程度南方(東京方面)乗務していたので問題ない。 

先行貨物列車が遅れると停止信号になることが発生する行路であることは認識している。 
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組合：本人は長い間、烏山線交番に乗務していた。南方(東京方面)の乗務不安を感じていた。 

そういう背景が会社から出されないのが問題。以前(運輸区以前)は行路の注意点などホワイ

トボードで共有したりしていた。 

会社が４Ｍ４Ｅを導入した経緯を回答できないのに現場でわかるわけない。 

③第３回交渉 ２０２３年６月２９日【４Ｍ４Ｅを導入した経緯について回答】 

会社の示してきた４Ｍ４Ｅと組合が示した４Ｍ４Ｅに大きくずれている事が判明する。 

会社：原因究明メンバー 

区長、副区長(運転士経験無し) 

指導副長(運転士経験無し) 

指導担当(烏山線など未経験) 

④第４回目交渉 ２０２３年７月２７日 

【年末に書いた決意表明について】 

会社：決意表明は会社として書かせているもの

ではない。人を追求するために書いてい

るわけではない。本人が事故を振り返り

見つめやすくするため。 

組合：具体的行動目標や決意表明で書いた内容

が、後で現場管理者に使われて(運輸区

No.1 の運士を目指すなら甘えを捨てるべ

き)本人を追い込んだ。決意表明など必要

ない。「見える覚悟」と現場管理者に言わ

れ本人は組合を辞めないといけないと感

じた。極めて不当労働行為である。 

 

【現状について】 

・５月１２日以降大宮地本は、本人・顧問弁護士と６回の打ち合わせを行い、労災申請の準備を

行ってきた。現在は申請書類等の準備が終了し最終段階。 

・５月１３日に退院。病状が良くなっての退院ではなく、病床の関係。現在は２日に一度、病院

に行って復帰に向けたリハビリを行っている。 

・車を運転して病院に向かう道中も「誰かに見られている」と当時の事がフラッシュバックし

て、路肩に車を止めて落ち着かせてから通院している状況。 

・分会は月に一度は本人と会っている。８月９日の面会では、仕事復帰に向けた焦りから薬の量

が増えていると語られた。 

・直近の診察では、１０月１日～１月末まで休職が必要と診断される。本人は、「嘘をつかれた絶

望感」「自分は必要とされていない虚無感」「あの三人（現場管理者）への恐怖感」から夜中何度

も目を覚ましてしまう。 

・経済的な部分として、２月から病欠となり１８０日で病気休職になるため収入がなくなる。家

族（奥様）の収入はあるものの、健康保険や厚生年金、税金（昨年の所得に対する納税のため）

等を毎月１０万円程度会社に戻し入れしている状況。 
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【パワハラ労災をなぜたたかうのか？】 

精神障害の労災認定が行われると、業務と精神疾患の相当因果関係を公的な機関である労働基

準監督署が承認したことになり、慰謝料・損害賠償請求が認められやすくなる。また、給料の約

８０％が支給され、病院代・薬代も無料になる。しかし、うつ病・適応障害・精神疾患精神障害

の労災認定率は３６％程と低い。 

会社は戦略的パワハラで意図的に精神的に社員を追い込み、法規制のかかる解雇ではなく「自

ら辞める」選択をさせる。当該社員は精神を破壊されたうえ、収入も絶たれ生活が困難となり、

単独での権利行使は困難となる。一方会社は、たまにケアしているとなれば義務は果たしている

と主張できる。この状況下では、当該社員ひとりではたたかえないため支援が必要となる。 

 

【大宮地本のたたかい】 

大宮地本は、この問題が風化していることに危機感を持ち、当該組合員と家族を支えていくた

め、自主的に当該組合員と共にたたかうためのカンパを開始している。そして、現在までの当該

組合員の状況と人権侵害・人間破壊の経営姿勢を明らかにし、安全風土の再確立を組合員・未加

入者とともにつくり出し、組織強化・拡大を図っている。 

 

【まとめ】 

国府津運輸区の事象でも明らかなように、事象に対して会社による懲罰的日勤教育が行われて

います。会社は原因究明と言いつつも 1M 1Ｅで事象を起こした本人に対する責任追及を通じ社員

の意識変革を行っています。最近では、ヒューマンエラーに対し「次はないぞ」と約束させ、ダ

メなものは取り替えてしまえと言わんばかりの配置転換が行われています。 

私たちは、繰り返される懲罰的日勤教育は、ＪＲ東労組破壊を目的とした会社攻撃であること

をＪＲ西労の仲間から学びました。 

事象をそのままにせず、何かあったら集まって話し合う。そして、仲間との本音の議論から導

き出された原因に対して対策を立てる。その対策を水平展開してＪＲ東労組の方針へと高め、全

組合員で実践していきましょう。それが安全で働きやすい職場をつくることと、仲間を守ること

につながります。 

 

８月５日、東海道線大船駅構内で発生した電化柱衝突事故は、いまだに原因が明らかになって

いません。この事象のみならず、ＪＲ東日本管内では一歩間違えれば組合員・社員、そしてお客

さまの命を奪いかねない重大事故・事象が多発しています。 

「みんなで決めて、みんなで守る」を柱にして、「責任追及から原因究明」へ安全文化の再確立

をＪＲ東労組からつくり出そうではありませんか！ 

 

国府津運輸区、宇都宮運輸区、盛岡新幹線運輸区での「懲罰的日勤教育」、豊田運輸区での「人

間破壊の強制転勤」、いずれも会社はパワハラを認めていません。このような会社姿勢に抗するた

たかいとして、「パワハラ労災申請」で奮闘する大宮地本・宇都宮運輸区分会の仲間と家族を支

え、パワハラ労災を認めさせるため横浜地本の全組合員でたたかおうではありませんか！ 

 

２０２３年９月 


